欧州共同体の使節権をめぐって――Parerga und Paralipomena⑴―― by 川崎 晴朗
欧州共同体の使節権をめぐって
――Parerga und Paralipomena ⑴――
川 崎 晴 朗
はじめに
The historian, essentially, wants more documents than
he can really use ; the dramatist only wants more
liberties than he can really take.
――Henry James, The Astern Papers





















世界』（Die Welt als Wille und Vorstellung，1819 年）であるが，彼はのち
















トム委員会は欧州共同体委員会（ Commission of the European
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Ⅰ ECSC最高機関 Liste des Membres des Missions accréditées auprès





（注）1963 年９月版は，タイトルを Corps Diplomatique accrédité
auprès de la Haute Autorité de la CECAに改めている。




Corrigenda――No. 1（1965 年４月 30日），No. 2（1965 年８月 31日），
No. 3（1965 年 11 月 16 日）。
・1966年２月
Corrigenda――No. 1（1966年４月 30日），No. 2（1966年６月 30日），
No. 3（1966年８月 31日），No. 4（1966年 12 月２日）。
・1967年２月
Corrigenda――No. 1（1967年２月），No. 2（1967年５月），No. 3（1967









２月版を欠き，1966年２月版の corrigendaの No. 3 及び No. 4 並びに
1967年２月版の corrigendaの No. 3 及び No. 4を欠くことがわかる。
なお，1967年２月版には corrigendumの No. 5（1967年 12 月）があると
いわれるが，国立国会図書館にはない。
Ⅲ ユーラトム委員会Missions accréditées auprès de la CEEA（１冊）
・1964年５月――D4-B22：オンライン請求→本館図書館カウンターで
受取り。
Ⅳ 欧州共同体委員会 Corps Diplomatique accrédité auprès des
Communautés Européennes
このリストには，数種類の請求記号が付されている。なお，EEC委員会




・1968 年２月版を欠くが，corrigendaは No. 1（1968 年４月），No. 2（1968
年６月），No. 3（1968 年８月），No. 4（1968 年 11 月）は保管されてい
る。
・1969 年２月
Corrigenda――No. 1（1969 年５月），No. 3（1969 年 11 月）。
（注）Corrigendumの No. 2 については，Ⅳ-3 の注を参照されたい。
・1970 年３月




Corrigenda――No. 1（1971 年５月），No. 2（1971 年９月）
・1972 年２月。








Corrigenda――No. 1（1968 年４月），No. 2（1968 年６月），No. 3（1968
年８月），No. 4（1968 年 11 月）。
Ⅳ-3――A631-5：オンライン請求→本館図書カウンターで受取り（３冊）
・1969 年２月




（注）Ⅳ-2 及びⅣ-3 を Y141-EC-260 で請求できる外交団リストと比較
すると，⑴ 1968 年２月版が含まれる，⑵ 1969 年２月版については
corrigendumの No. 2 がある（ただし，No. 3 を欠く），⑶ 1970 年３月版
の corrigendumの No. 2 を欠く，⑷ 1971 年２月版の二つの corrigenda
が含まれる，また，⑸ 1972 年２月及び 1973 年３月の二つの版を欠くこ
とがわかる。
Ⅳ-4――Y141-EC-A30：新館議官室で紙の利用票で請求（１冊）







・1977年１月 28日，２月 28日，６月 30日，９月 30日
・1978 年１月 31日，５月 31日，11 月 15日
・1979 年２月 15日，６月 30日，11 月 20日
・1980 年６月 15日
・1982 年 10 月 31日





けられる。この点は，1985 年 10 月版以降についても同様である。
Ⅳ-6――Z61-B470：オンライン請求→新館雑誌カウンターで受取り（15
冊）



























































筆者のペルー人の知り合いにManuel Pardo Heeren という人がいる。
Manuel が個人名，Pardo が父方の，そしてHeeren が母方の姓であるが，
彼のリマの自宅に飾ってある学位記にはManuel Heeren Pardo となって
いる。彼が米国の大学で Ph. D. の学位を取得したことを証明する証書な
のであるが，筆者の質問に対し，「こうしないと，米国では Mr . (Dr .)
Pardo でなく，Mr. (Dr.) Heeren と呼ばれる。だから米国にいる間，ずっ

























































of the Commission of the European Communities，1968 年 12 月号に











⑵ 本紀要第 125 号の拙稿で述べたように，EU理事会及びその前身の
EC理事会はジュネーヴ及びニュー・ヨークに連絡事務所を置いている
（183-192頁）。
理事会は Guide to the Council of the European Communities（のち







Official Directory of the European Unionである。
ジュネーヴ及びニュー・ヨークに EU理事会がもつ連絡事務所について
は，この職員録の同理事会のセクションのうち，Directorate-General E
(External Economic Relations, Politico-Military Affairs)の各課の末尾に掲
げられている。例えば，2006―07 版で 192-3頁に次のように掲載されてい
る。
Geneva - Office for Liaison with the European Office of the United
Nations
New York - United Nations Liaison Office
同じ 2006―07 版の Official Directoryには欧州委員会のセクションがあ
り，Annexとして“External delegations, representations and offices”の























Permanent Missions to th United Nations及び国連ジュネーヴ事務局刊の























・1968 年版は英語版 Directory of the Commission of the EECがある，
A112-105。
（注）関西学院大学に 1965年版が蔵置されている可能性がある。
Ⅱ EC 委員会 Directory of the Commission of the European
Communities/Annuaire de la Commission des Communautés




年２月，同年 10 月，1981 年 12 月，1982 年５月，同年９月，1983 年１
月，同年５月，同年９月，1984年１月，同年５月，同年９月，1985 年
６月，1986年１月，同年 10 月，1987年２月，1988 年１月，同年９月，
1990 年２月，同年９月，1991 年２月，1992 年２月，1993 年５月。
― 58 ―






（注）1970 年９月版から 1993 年５月版までは関西学院大学に蔵置され
ていると思われるが，例えば 1975 年４月版は国立国会図書館にもある。
Ⅲ 欧州委員会 Directory of the European Commission
・1993 年 12 月 16 日，1994年６月 16 日
（注）関西学院大学にあると思われる。
Ⅳ EU
Institutional Directory European Union
・1994年 10 月，1995 年３月，1996年春季，1997年４月
（注）以上の４冊は関西学院大学にあると思われる。
・1998 年３月，1999 年１月，2000 年１月――Z61-B468。
Institutional Directory : Who is Who in the European Union ?
・2001（updated to 1st March 2001）――Z61-B468。
Who’s Who in the European Union ?
・2002/03（updated in July 2002)，2003/04（updated in July 2003）
――Z61-B468。
Official Directory of the European Union
・2005（updated on 23 December 2004），2005（updated on 8 July 2004），
2006/07（updated in July 2006）――Z61-B468。
３．職員録は日本で完全に揃っているとはいい難い。例えば，1965―67















欧州委員会には，Archives Historiques-O1B 4がある（アドレスは 220,















されるようになった Europeという新聞がある（Europe S. A. が発行者）。
早稲田大学現代政治経済研究所には，1981 年 12 月 21・22日付から保存さ
― 60 ―
れている。この新聞の発行が開始されたのは 1952 年 12 月２日で，ECSC
の発足の数ヵ月後であるが，いまはブリュッセルが本拠である。筆者が







この歴任表は，Annotated Summary of Lists of Delegations, Missions
and Offices sent and received by the European Communitiesと題されてい
る。その構成は，本紀要第 128 号の拙稿で述べたところと同じである（81-2
頁）。歴任表のタイトルは，EC 委員会が発行していた Annotated
































しかし，2007年６月 21日及び 22日，EU加盟 27ヵ国は欧州憲法のコン









2008 年 12 月 11日及び 12日，ブリュッセルで欧州理事会が開催され，
― 62 ―
アイルランドのコウエン首相（Brian Cowen）は，国内の批准反対派の意






















⑵ 個人的なことになるが，著者がベルギーに着任した約３ヵ月後の 1959 年 10 月 19日，ベ
ルギー駐剳の倭島英二大使が EEC に対する初代の日本政府代表として EEC 委員会の
Walter Hallstein委員長に信任状を提出した。（倭島大使は，ECSC最高機関については，２
名の前任者同様，常任オブザーバーであった。）また，倭島大使の後任になった下田武三大使













































本紀要第 129 号の拙稿で述べたように，EC 委員会の職員録に




の発足直後からこれら連合地域に Contrôleur Technique, Contrôleur
Déléguéといった肩書をもつ人々を派遣していた（ガボンの例につき，本
紀要第 130 号，補論２，33-4 頁）。その後，アフリカにあった連合地域は独
立し，AASMとなった。EECはこれら諸国と２回にわたってヤウンデ連
合協定を締結，さらに旧イギリス植民地等を加えたACP諸国と４次に及



































Annotated Summary of Lists of Delegations, Missions and Offices sent and










The Right of Legation of the European
Communities
―Parerga und Paralipomena ⑴―
Seiro KAWASAKI
I intend to publish a certain number of short articles on the subject of
the right of legation of the European Communities. “The European
Communities” refer to the European Coal and Steel Community (ECSC),
the European Economic Community (EEC), and the European Atomic
Energy Community (EAEC) . Needless to say, the ECSC ceased to
function in July 2002, and the European Economic Community has been
called the “European Community” since November 1993.
I have recently made public some of the results of my research on the
subject in this Bulletin, in the Gaimusho Chosa Geppo, and in the Bulletin
of Tokyo Kasei Gakuin Tsukuba Women’s University. There still remain,
however, topics to discuss in connection with the subject.
In this issue, I would like to mention what documents I have availed
myself in the course of my study. The first of the European Communities,
the ECSC, began to practice the right of legation, in embryonic form as it
may have been, in the early 1950’s, i. e., more than half a century ago. The
High Authority of the ECSC practiced the passive right of legation with
third countries first, and then the active right of legation not only with
non-member countries but also with international organizations seated in
Paris and Geneva.
― 68 ―
The Diplomatic Lists which the High Authority, and which, later, each
of the Commission of the EEC and the Commission of the EAEC edited
periodically provide information concerning the passive right of the
Communities in the early days of their existence. As from July 1967, the
single Commission of the European Communities ( later the European
Commission) started to publish the Corps Diplomatique accrédité auprès
des Communautés Européennes showing the missions of the non-member
states set up at the seat of the European Communities ( later the
European Union).
It is much more difficult to collect information with regard to the
delegations which the European Commission has accredited in third
countries and to non-state entities including international organizations.
The main source is the directories which the High Authority and the
Commissions published under different titles, and now it is entitled
Official Directory and the EU compiles it annually ; but it appears that it
is in the process of being digitized to accommodate the drastic growth in
the amount of information and the needs to provide access to it.
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